
平成 29 年度 札幌らしい特色ある学校教育推進事業 実施報告書 

札幌市立苗穂小学校の取組【環境 地域・外部人材活用】
１ 研究のねらい                       

苗穂小学校は平成 31 年度に開校百周年を迎える歴史ある学校である。PTA には町内会

との連携を図る「地域ぐるみの会」が組織されているなど、地域とのつながりも深い。 

本研究では、その地域とのつながりを生かした環境教育を展開することによって、子

どもが進んで自然や環境を守ろうという態度の育成を目指した。また、身近な地域の方々

との関わりによって、ふるさと札幌に対する愛情を深めるように取り組んだ。 

２ 取組内容                       

(1) 花植え活動 

本校では、生命の尊重や勤労奉仕の意識を育むことをねら

いとして、毎年、歩道に花を植える活動を実施している。 

子どもは、地域の方々にアドバイスをいただきながら花植

え活動を行い、地域の方々からの「上手だよ。」という声かけ

に目を輝かせた。地域の方々の褒め言葉は、子どもの自己肯

定感を高めた。この活動を通して、子どもは、命あるものを

育てる喜びや責任感をもつことができた。また、地域の方々との触れ合いから、地域の環

境美化に自分が役立っていることを感じた。 

(2) 田植え・稲刈り体験および餅つき体験

 田植え・稲刈り体験 

苗穂連合町内会の方々と一緒に、サッポロさとらんどにて６

月に田植え体験、10 月に稲刈り体験を実施した。苗穂連合町内

会の方々には、マイクロバスの手配や作業の補助までしていた

だいた。子どもだけでは難しい作業も町内会の方々の関わりの

おかげでスムーズに行うことができた。子どもは、主食である

米がどのように作られているか体験を通じて学ぶことができた。 

 餅つき体験 

12 月には、苗穂連合町内会の方々と一緒に、収穫した米を使

って餅つきを行った。苗穂連合町内会の方々には道具の用意や

餅つきのサポート、餅を丸める作業の手伝いをしていただいた。

子どもは、伝統行事の餅つきを体験し、地域の方々と一緒に餅

を食べ、和やかな雰囲気の中で米づくりの学習をまとめた。 

(3) 出前授業 

 「廣井勇」出前授業 

北海学園大学院非常勤講師の関口信一郎さんを迎えて、廣井

勇の功績について学んだ。関口さんは、廣井勇に関する本を出

版し、前 PTA 会長の紹介で授業を引き受けていただいた。授業



「地域・外部人材を活用した自然環境に関する学習活動研究実践校」札幌市立苗穂小学校 

では、小樽南防波堤の模型を使って分かりやすく説明してくださり、専門的な学習がで

きた。また、子どもは、先人の功績と努力を学ぶことで、ふるさと北海道への愛着を深

めることができた。 

 「地質」出前授業 

本校の保護者で土木の仕事をしている掛作雅幸さんを迎

えて、地質についての学習を行った。子どもは、映像を使

った説明や実際にボーリング調査で出てきた地層のサンプ

ルなどを見せていただき。校舎の下の地層の様子を知るこ

とができた。その中で、苗穂地区が豊平川扇状地の先端に

位置し、湧き水が出ることやそれを利用した工場（メグミルク、サッポロビール、福山

醸造）があることも興味深く学んだ。この学習を通して、苗穂の歴史の一端にも触れ、

郷土への愛着をもつことができた。 

３ 成果と課題                       

(1) 成果 

本研究の成果として、地域・外部人材との連携を改めて整理し、活動の意識化と価値付

けを図ることができたことが挙げられる。これまでも地域の中で活動に継続的に取り組ん

できたが、取り組む教科が様々であったため、別のものとして教育課程に位置付けきた。

今回の研究テーマである地域・外部人材活用という項目で、これまで活動を整理すること

で、今までの活動を再認識して、それぞれの活動のつながりを見いだすことができた。 

次に成果として、子どもの環境行動の変容が挙げられる。子どもは、身の回りにある花

壇や米などが、実は多くの人や自然の関わりで成り立っていることを学んだ。そして、そ

れらを地域の方々や専門家との関わりを通して、体験的に学んだことも大きい成果である。

本校の子どもにとって、継続的な地域交流や出前授業により、地域の身近な方から専門的

な事柄学ぶことが定着した。 

(2) 課題 

今後の課題として、右記の一覧を基にカリキュ

ラム・マネジメントの三つの側面である、①教育

内容の教科等横断的で組織的な配列、②調査や具

体的データを基にした PDCA サイクルの確立、③

教育活動のローカルリソース（地域の人的・物的

資源）の活用を更に進めることが大切である。そ

して今後、環境教育を教育課程に位置付け、地域

との結び付きが強まるように発展させることが

必要となる。 


